
         

   

２
月
３
日
（
土
）
、
春
日
神
社
に
お
い
て
節
分
祭

の
一
連
の
行
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
１６
時
か

ら
拝
殿
で
厄
除
・
開
運
招
福
・
病
気
回
復
を
祈
願

す
る
神
事
の
後
、
恒
例
の
御
供
ま
き
を
実
施
。 

拝
殿
濡
れ
縁
か
ら
池
島
秀
幸
春
日
講
会
長
他

春
日
講
役
員
の
皆

さ
ん
が
、
参

拝

者

の

皆

さ

ん

に

向

か
っ
て
大
き
な
声

で
「
福
は
内
、
鬼
は

外

」
と
叫

び
な
が

ら
お
餅
や
お
菓
子

を
ま
き
ま
し
た
。 

 

当

日

は
、
近

年

稀
に
み
る
盛
況
で

お
年
寄
り
か
ら
子

供
ま
で
幅
広
い
年

齢
層
の
人
々
が
歓

声
を
上
げ
て
競
っ

て
福
を
得
よ
う
と
「
御
供
」
を
集
め
て
い
ま
し
た
。 

一
方
、
拝
殿
前
で
は
参
拝
者
に
祈
祷
済
み
の

福
豆
を
包
ん
だ
袋
を
無
料
で
配
布
し
ま
し
た
。 

  

１
月

２９
日
（
月
）
１１
時
～

１２
時
ま
で
奈
良
県

立
医
科
大
学
に
お
い
て
当
保
存
会
中
西
知
会
長

が
一
時
間
に
わ
た
っ
て
今
井
町
の
概
要
と
歴
史

に
つ
い
て
講
義
し
ま
し
た
。 

こ
の
講
義
は
昨
年
に
続
い
て
県
立
医
科
大
学

教
育
支
援
課
の
要
請
を
受
け
て
実
施
し
た
「
奈

良
学
」
と
い
う
講
座
の
一
コ
マ
で
す
。
受
講
す
る

学
生
は
医
学
科
と
看
護
学
科
に
所
属
す
る
約
２

０
０
人
の
一
年
生
で
す
。 

 

こ
の
学
生
達
が
農
業
試
験
場
あ
と
に
新
築
工

事
が
進
む
新
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
習
で
き
る
よ
う
に

な
る
の
も
間
近
で
す
。 

         

保
存
会
の
新
年
会 

開
催 

 

１
月

２７
日
（
土
）
１８
時
か
ら
実
施
。
当
保
存
会

の
常
任
理
事
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
２０
数
人

が
参
加
。 

   

２
月
５
日
（
月
）
６
日
（
火
）
の
二
日
間
、
名
古

屋
有
松
、
浜
松
、
常
滑
に
行
く
自
治
委
員
の
研

修
会
に
参
加
。
か
つ
て
稱
念
寺
の
今
井
博
道
住

職
（
故
人
）
が
「
有
松
」
や
「
妻
籠
」
の
方
々
と
共

に
町
並
み
保
存
活
動
の
先
駆
け
と
な
っ
て
全
国

に
そ
の
活
動
の
輪
を
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

「
有
松
」
に
は
当
保
存
会
と
し
て
過
去
に
は
研
修

で
訪
れ
て
い
ま
す
が
、
保
存
会
の
研
修
旅
行
も
コ

ロ
ナ
禍
で
途
絶
え
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
て
、
保
存

会

の
新

し
い
会

員

に
は

「
有
松
」
を
未
訪
問
の
人

も
多
い
の
が
現
状
で
す
。 

こ
の
た
び
自
治
委
員
の

研

修

に

便

乗

し
て
「
有

松
」
を
勉
強
で
き
た
こ
と

は
と
て
も
有
意
義
で
今
後

の
保
存
会
の
研
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
是
非
採
り
あ
げ
た

い
と
思
い
ま
し
た
。 

         

（１）令和６年３月１日                 い まいは 今                      第 285 号  
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御
供
ま
き 

大
盛
況

！！ 

  

節
分
祭
・
春
日
神
社 

 

奈
良
医
大
で
「
今
井
町
に
つ
い
て
」
講
義 

  

「
有
松
」
見
学 

今
井
町
自
治
委
員
研
修
会 

  

３
月

１６
日
（
土
） 

第
一
回
実
行
委
員
会 

５
月

１１
日
（
土
）
～

１９
日
（
日
） 

町
並
み
散
歩
各
種
イ
ベ
ン
ト 

１９
日
（
日
）  

茶
行
列
・
六
斎
市
等 

今
井
町
並
み
散
歩
マ
ッ
プ
へ
の
協
賛
広
告
掲
載
を 

お
願
い
し
ま
す
。 

第

２７
回
今
井
町
並
み
散
歩 

予
告
と
お
願
い 

  



  
２
月
１
日
、
大
阪
公
立
大
学
か
ら

１０
名
。
２

月
９
日
、
奈
良
県
立
大
学
か
ら
１４
名
。 

コ
ロ
ナ
前
か
ら
長
年
続
い
て
い
た
学
生
た
ち
の

現
場
研
修
が
再
開
し
た
。 

奈
良
県
立
大
学
は
コ
ロ
ナ
時
期
も
ズ
ー
ム
を

使
っ
て
講
義
を
し
て
き
た
の
で
慣
れ
て
い
た
が
、

大
阪
公
立
大
学
は
県
立
大
学
の
研
修
を
耳
に
さ

れ
、
そ
の
紹
介
と
い
う
こ
と
で
来
町
さ
れ
た
。 

講
義
内
容
は
華
甍
集
合
で
、
町
の
概
要
を
説

明
し
て
か
ら
町
に
繰
り
出
し
、
中
蘇
武
通
り
か
ら

御
堂
筋
を
西
環
濠
ま
で
と
本
町
筋
か
ら
景
観
支

援
セ
ン
タ
ー
、
旧
米
谷
家
を
案
内
し
て
阿
伽
陀
屋 

若
林
亭
に
入
り
、
茶
粥
で
昼
食
後
、
２
時
間
の
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
よ
る
座
学
講
習
を
し
て
お
茶
室

で
茶
道
入
門
編
を
楽
し
ん
で
も
ら
っ
た
。 

呈
茶
の
後
は
も
う
一
度
１
時
間
ほ
ど
の
座
談

会
を
し
て
解
散
。 

接
待
お
手
伝
い
は
今
井
町
町
並
み
保
存
会
の

女
性
会
員
さ
ん
も
出
て

く
だ
さ
っ
て
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

一
人
の
学
生
か
ら
お

礼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
来
て

い
ま
す
の
で
紹
介
を
し
て

お
き
ま
す
。 

 

「
先
日
今
井
町
に
伺
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、

奈
良
県
立
大
学
神
吉
ゼ

ミ
４
年
の
Ａ
と
申
し
ま

す
。
そ
の
節

は
大

変

お

世

話

に
な
り
ま
し
た
。

細
い
道
が
直
角
に
交
差

す
る
造

り
の
中

に
、
馬

車
が
曲
が
る
た
め
に
広

く
カ
ー
ブ
さ
せ
た
道
が

あ
っ
た
り
、
馬
と
牛
の
特

性
と
当
時
の
扱
い
の
違

い
に
よ
っ
て
駒
つ
な
ぎ
に

違
い
が
あ
っ
た
り
と
、
以

前
訪
れ
た
時
に
は
全
く

気
づ
か
な
か
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
来
て
と

て
も
面
白
か
っ
た
で
す
し
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
あ

る
古
民
家
に
入
っ
て
茶
粥
や
お
茶
を
頂
く
こ
と
が

で
き
、
と
て
も
貴
重
な
経
験
も
な
り
ま
し
た
。
現

在
の
今
井
町
に
至
る
ま
で
の
取
り
組
み
や
問
題

点
な
ど
も
知
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
、
４
月
か
ら

始
ま
る
建
設
の
仕
事
に
も
活
か
し
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
回
の
素
晴
ら
し
い
ご
縁
が
、
今
後

も
ど
こ
か
で
繋
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
」 

    

２
月

１１
日
（
日
）
、
建
国
記
念
の
日
（
紀
元
節
）

の
１０
時
～

１２
時
ま
で
今
井
地
区
公
民
館
講
堂
に

お
い
て
自
治
会
と
（
一
社
）
今
井
町
大
和
観
光
局

が
協
催
で
標
記
の
講
座
を
開
催
。 

 

１
４
７
年
前
の
明
治

１０
年
（
１
８
７
７
）
明
治

天
皇
が
紀
元
節
に
あ
わ

せ
て
神
武
天
皇
を
祀
る

畝
傍
御
陵
を
参
拝
す
る

為

に
、
今

井

町

稱

念

寺

に
２
泊
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
時
の
大
和
行
幸
資
料

を
森
本
育
寛
講
師
が
読

み
上

げ
解

説

し
て
く
れ

ま
し
た
。
５
年
ぶ
り
の
開

催
で
広
報
も
不
充
分
で

あ
っ
た
の
で
参
加
者
が
少
な
い
の
で
は
な
い
か
と

心
配
し
ま
し
た
が
、
当
日
は
町
外
か
ら
６
人
を

含
め
て
３３
人
が
聴
講
。
質
問
の
時
間
が
充
分
取

れ
ず
、
今
後
の
課
題
と
な
り
ま
し
た
。 

    

２
月

１１
日

１４
時
～

１６
時
稱
念
寺
に
お
い
て
、

標
記
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。
本
堂
が
超
満
員
に
な

る
中
、
合
気
道
や
居
合
道
の
演
武
に
続
い
て
、
丸

田
恵
都
子
さ
ん
の
美
し

い
ハ
ー
ブ
の
音
色
が
本

堂
に
満
ち
溢
れ
、
１
３

０
人
に
達
す
る
聴
衆
を

魅
了
し
ま
し
た
。 

 

又
、
多
額
の
善
意

の

募
金
が
集
ま
り
、
参
加

者
皆
さ
ん
の
熱
い
支
援

の
輪
が
結
実
し
た
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。 

（２）令和６年３月１日                 い まいは 今                      第 285 号  

２
つ
の
大
学
の
研
修
を
終
え
て 

  

若
林 

稔 

第
５
回
歴
史
講
座 
開
催 

  

「
明
治
天
皇
が
今
井
町
に
ご
宿
泊
」 

  

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト 

ｉ
ｎ 

今
井 

  

能
登
半
島
地
震 

支
援
事
業 

  


